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大
田
区
の
歴
史
・
文
化
を�
�

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り



⑵
四し

季き

を
彩
い
ろ
ど
る
伝
統
文
化
に

　
み
る
歴
史
的
風
致

「
四
季
を
彩
る
伝
統
文
化
に
み
る
歴
史
的

風
致
」
は
、
大
田
区
の
歴
史
と
文
化
を
象
徴

す
る
伝
統
行
事
や
祭
礼
の
中
か
ら
、
特
に
代

表
的
な
８
つ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

①
禰ね

宜ぎ

の
舞ま

い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
禰
宜
の

舞
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
厄
払
い
と
豊

作
祈
願
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
行
事
と

し
て
、
都
内
で
は
唯
一
、
天
祖
神
社
（
西
嶺

町
）
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
連
縄
を

張
っ
た
場
で
５
種
の
面
の
舞
人
が
太
鼓
に
合

わ
せ
て
舞
い
、
湯
立
て
儀
式
や
祭
礼
の
祈
り

を
行
う
と
と
も
に
古
式
を
伝
え
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
に
み
る
歴
史

的
風
致
　
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
世
代
間
交

流
の
促
進
等
を
目
的
に
、昭
和
25（
１
９
５
０
）

年
に
開
始
し
た
本
門
寺
公
園
や
洗
足
池
公
園

等
で
地
域
団
体
が
協
働
運
営
す
る
催
し
で

す
。
多
摩
川
や
池
上
の
自
然
を
背
景
に
、
歴

史
・
自
然
・
人
の
営
み
が
調
和
し
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

③
水す
い

神じ
ん

祭さ
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
羽
田
の
水

神
社
に
伝
わ
る
水
神
祭
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
海
上
安
全
・
大
漁
祈
願
の
祭
礼
で
す
。

例
大
祭
に
は
神
職
が
船
上
で
祝
詞
を
上
げ
、

祈
願
札
を
多
摩
川
河
口
の
通
称
「
お
神
酒
上

げ
棒
」
に
括
り
付
け
る
等
、
地
域
に
根
ざ
し

た
羽
田
の
伝
統
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

④
子
ど
も
神か
み

獅し

子し

舞ま
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　

六
郷
神
社
の
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
子
ど
も
神

獅
子
舞
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
雄
雌
の
獅
子
を

舞
う
区
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
辻

舞
い
や
巡
行
で
は
囃
子
と
太
鼓
が
響
き
、
鮮

や
か
な
装
束
が
街
を
彩
り
ま
す
。
保
存
会
と

小
学
校
が
担
い
手
育
成
を
通
じ
、
地
域
の
誇

り
を
伝
え
る
文
化
継
承
の
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

⑤
水み
ず

止と
め

舞ま
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
厳
正
寺
の

水
止
舞
は
、
７
０
０
年
以
上
続
く
雨
乞
い
と

水
止
め
の
祈
り
を
併
せ
た
伝
統
行
事
で
、
都

指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
藁
の
龍
神

の
道
行
に
続
き
、
境
内
で
獅
子
が
舞
い
、
水

し
ぶ
き
と
笛
太
鼓
が
響
く
光
景
が
地
域
の
信

仰
と
生
業
の
知
恵
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

⑥
双そ
う

盤ば
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
今
泉
延

命
寺
の
双
盤
念
仏
は
、
鉦
と
太
鼓
で
阿
弥
陀

名
号
を
唱
え
る
４
０
０
年
以
上
続
く
行
事

で
、
都
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
街

の
静
寂
に
響
き
、
住
民
の
結
束
と
精
神
文
化

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
都
市
空
間
に
歴
史
と

祈
り
の
記
憶
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

⑦
義ぎ

民み
ん

六ろ
く

人に
ん

衆し
ゅ
う

報ほ
う

恩お
ん

感か
ん

謝し
ゃ

祭さ
い

に
み
る
歴
史
的

風
致
　
善
慶
寺
の
義
民
六
人
衆
報
恩
感
謝
祭

は
、
延
宝
５
（
１
６
７
７
）
年
に
村
の
救
済

を
訴
え
て
命
を
落
と
し
た
６
人
の
農
民
を
偲

ぶ
行
事
で
、
毎
年
２
月
の
法
要
等
と
５
年
ご

と
に
特
別
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
墓
前
で

住
民
達
が
自
己
犠
牲
と
共
同
体
精
神
と
い
う

価
値
観
を
継
承
す
る
姿
が
、
地
域
社
会
の
絆

を
育
ん
で
い
ま
す
。

⑧
子
ど
も
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
に
み
る
歴
史
的
風
致
　
六

郷
神
社
の
子
ど
も
流
鏑
馬
は
、
男
子
の
開

運
・
健
康
・
出
生
を
祈
る
都
指
定
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。
小
笠
原
流
の
射
手
装
束
姿

の
男
児
が
鬼
の
目
玉
の
八
方
白
眼
の
的
へ
矢

を
放
つ
、
伝
統
光
景
が
地
域
の
人
々
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
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⑦義民六人衆報恩感謝祭

②第68回子どもガーデンパーティー（本門寺公園）

③水神祭

①禰宜の舞

⑥双盤念仏

④子ども神獅子舞

⑤水止舞（道行）

⑧子ども流鏑馬

大田区

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

策
定
の
背
景
と
目
的

大
田
区
は
、
古
く
か
ら
水
と
緑
に
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
の
も
と
で
人
々
の
暮
ら
し
が
営

ま
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
古
代
に
は
農
耕
文

化
が
栄
え
、
中
世
以
降
は
宿
場
町
や
社
寺
を

中
心
に
発
展
し
、
近
代
に
は
羽
田
空
港
を
は

じ
め
と
す
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、

蒲
田
を
中
心
と
す
る
工
業
の
ま
ち
と
し
て
日

本
の
近
代
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
歴
史
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、
区
内
各
地

に
は
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
や
町
工
場
、
旧
家

等
が
点
在
し
、
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
行
事

や
祭
礼
も
今
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
都
市
化
の
進
展
や

住
民
構
成
の
変
化
、
伝
統
行
事
の
担
い
手
不

足
等
の
課
題
に
よ
り
、
貴
重
な
歴
史
・
文
化

資
源
が
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
実
情

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
大
田
区
で

は
こ
れ
ま
で
も
景
観
計
画
の
策
定
や
歴
史
資

産
の
調
査
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
、
区
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
等
を
通
じ

て
、
歴
史
と
文
化
の
継
承
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
一
体
的
か
つ
戦
略
的
な

取
組
を
進
め
て
い
く
た
め
、
大
田
区
内
の
地

域
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
風
致
を

維
持
・
向
上
さ
せ
、
次
世
代
へ
と
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
大
田
区
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

歴
史
・
文
化
を
め
ぐ
り
、訪
れ
た
く
な
る
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

「
大
田
区
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

（
令
和
８
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
の
10
か
年

計
画
）
で
は
、
５
つ

の
基
本
理
念
を
基
に

歴
史
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

大
田
区
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

大
田
区
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
７
つ
の
歴
史
的
風
致

大
田
区
で
は
、国
指
定
の
重
要
文
化
財
を
有
す
る
池
上
本
門
寺
を
核
と
し
て
、区
内
に
点
在
す
る
歴
史
・
文
化
資

源
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、区
内
の
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
・
文
化
を
守
り
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、「
東

京
都
内
」で
初
の「
大
田
区
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」の
認
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
田
区
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

⑴
日に
ち

蓮れ
ん

信し
ん

仰こ
う

に
み
る

　
歴
史
的
風
致

池
上
地
域
は
鎌
倉
時
代
の
高
僧
日
蓮
入
滅

の
霊
蹟
で
あ
る
池
上
本
門
寺
を
中
心
に
門
前

文
化
が
育
ち
、
池
上
駅
か
ら
の
参
道
に
は
寺

院
や
茶
屋
寺
が
建
ち
並
び
ま
す
。
こ
の
地
域

に
は
、
毎
年
10
月
13
日
の
日
蓮
の
命
日
の
２

日
前
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
御お

会え

式し
き

」
が
あ
り

ま
す
。
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
秋
の
風
物
詩
と

し
て
名
高
く
、
毎
年
約
３
０
０
０
人
が
桜
花

の
万
灯
を
掲
げ
て
練
り
歩
き
ま
す
。
歴
史
的

建
造
物
は
、
池
上
本
門
寺
大
堂
（
祖
師
堂
）、

本
門
寺
五
重
塔
（
重
文
）、
池
上
本
門
寺
宝

塔
（
重
文
）、
日
蓮
宗
本
山
大
坊
本
行
寺
、

善
慶
寺
本
堂
、
養
源
寺
本
堂
、
他
８
寺
院
が

あ
り
ま
す
。

※
重
文
…
「
重
要
文
化
財
」
の
略
称
。
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⑵
四し

季き

を
彩
い
ろ
ど
る
伝
統
文
化
に

　
み
る
歴
史
的
風
致

「
四
季
を
彩
る
伝
統
文
化
に
み
る
歴
史
的

風
致
」
は
、
大
田
区
の
歴
史
と
文
化
を
象
徴

す
る
伝
統
行
事
や
祭
礼
の
中
か
ら
、
特
に
代

表
的
な
８
つ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

①
禰ね

宜ぎ

の
舞ま

い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
禰
宜
の

舞
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
厄
払
い
と
豊

作
祈
願
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
行
事
と

し
て
、
都
内
で
は
唯
一
、
天
祖
神
社
（
西
嶺

町
）
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
連
縄
を

張
っ
た
場
で
５
種
の
面
の
舞
人
が
太
鼓
に
合

わ
せ
て
舞
い
、
湯
立
て
儀
式
や
祭
礼
の
祈
り

を
行
う
と
と
も
に
古
式
を
伝
え
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
に
み
る
歴
史

的
風
致
　
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
世
代
間
交

流
の
促
進
等
を
目
的
に
、昭
和
25（
１
９
５
０
）

年
に
開
始
し
た
本
門
寺
公
園
や
洗
足
池
公
園

等
で
地
域
団
体
が
協
働
運
営
す
る
催
し
で

す
。
多
摩
川
や
池
上
の
自
然
を
背
景
に
、
歴

史
・
自
然
・
人
の
営
み
が
調
和
し
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

③
水す
い

神じ
ん

祭さ
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
羽
田
の
水

神
社
に
伝
わ
る
水
神
祭
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
海
上
安
全
・
大
漁
祈
願
の
祭
礼
で
す
。

例
大
祭
に
は
神
職
が
船
上
で
祝
詞
を
上
げ
、

祈
願
札
を
多
摩
川
河
口
の
通
称
「
お
神
酒
上

げ
棒
」
に
括
り
付
け
る
等
、
地
域
に
根
ざ
し

た
羽
田
の
伝
統
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

④
子
ど
も
神か
み

獅し

子し

舞ま
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　

六
郷
神
社
の
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
子
ど
も
神

獅
子
舞
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
雄
雌
の
獅
子
を

舞
う
区
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
辻

舞
い
や
巡
行
で
は
囃
子
と
太
鼓
が
響
き
、
鮮

や
か
な
装
束
が
街
を
彩
り
ま
す
。
保
存
会
と

小
学
校
が
担
い
手
育
成
を
通
じ
、
地
域
の
誇

り
を
伝
え
る
文
化
継
承
の
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

⑤
水み
ず

止と
め

舞ま
い

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
厳
正
寺
の

水
止
舞
は
、
７
０
０
年
以
上
続
く
雨
乞
い
と

水
止
め
の
祈
り
を
併
せ
た
伝
統
行
事
で
、
都

指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
藁
の
龍
神

の
道
行
に
続
き
、
境
内
で
獅
子
が
舞
い
、
水

し
ぶ
き
と
笛
太
鼓
が
響
く
光
景
が
地
域
の
信

仰
と
生
業
の
知
恵
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

⑥
双そ
う

盤ば
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

に
み
る
歴
史
的
風
致
　
今
泉
延

命
寺
の
双
盤
念
仏
は
、
鉦
と
太
鼓
で
阿
弥
陀

名
号
を
唱
え
る
４
０
０
年
以
上
続
く
行
事

で
、
都
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
街

の
静
寂
に
響
き
、
住
民
の
結
束
と
精
神
文
化

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
都
市
空
間
に
歴
史
と

祈
り
の
記
憶
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

⑦
義ぎ

民み
ん

六ろ
く

人に
ん

衆し
ゅ
う

報ほ
う

恩お
ん

感か
ん

謝し
ゃ

祭さ
い

に
み
る
歴
史
的

風
致
　
善
慶
寺
の
義
民
六
人
衆
報
恩
感
謝
祭

は
、
延
宝
５
（
１
６
７
７
）
年
に
村
の
救
済

を
訴
え
て
命
を
落
と
し
た
６
人
の
農
民
を
偲

ぶ
行
事
で
、
毎
年
２
月
の
法
要
等
と
５
年
ご

と
に
特
別
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
墓
前
で

住
民
達
が
自
己
犠
牲
と
共
同
体
精
神
と
い
う

価
値
観
を
継
承
す
る
姿
が
、
地
域
社
会
の
絆

を
育
ん
で
い
ま
す
。

⑧
子
ど
も
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
に
み
る
歴
史
的
風
致
　
六

郷
神
社
の
子
ど
も
流
鏑
馬
は
、
男
子
の
開

運
・
健
康
・
出
生
を
祈
る
都
指
定
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。
小
笠
原
流
の
射
手
装
束
姿

の
男
児
が
鬼
の
目
玉
の
八
方
白
眼
の
的
へ
矢

を
放
つ
、
伝
統
光
景
が
地
域
の
人
々
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

下版 _巻頭特集 433� 26/03/31

⑦義民六人衆報恩感謝祭

②第68回子どもガーデンパーティー（本門寺公園）

③水神祭

①禰宜の舞

⑥双盤念仏

④子ども神獅子舞

⑤水止舞（道行）

⑧子ども流鏑馬
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⑶
銭せ
ん

湯と
う

文
化
に
み
る

　
歴
史
的
風
致

大
田
区
は
23
区
最
多
の
銭
湯
を
擁
し
、
天

然
温
泉
「
黒
湯
」
を
特
色
と
す
る
銭
湯
文
化

が
根
付
い
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
潮
を

浴
び
る
漁
師
の
た
め
の
湯
屋
と
し
て
、
近
代

以
降
は
町
工
場
の
工
員
ら
の
憩
い
の
場
と
し

て
栄
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
空

間
と
な
り
ま
し
た
。
宮
造
り
の
意
匠
を
残
す

銭
湯
や
サ
ウ
ナ
を
取
り
入
れ
る
銭
湯
等
、
現

代
に
根
付
く
銭
湯
文
化
を
受
け
継
い
で
い
ま

す
。⑷

洗せ
ん

足ぞ
く

池い
け

の
景
観
保
全
に

　
み
る
歴
史
的
風
致

日
蓮
が
池
畔
で
手
足
を
洗
っ
た
と
い
う
伝

祥
の
地
」
と
し
て
知
ら
れ
る
国
指
定
の
史
跡

で
す
。
大
森
貝
塚
の
顕
彰
と
モ
ー
ス
博
士
の

偉
大
な
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
建
て

ら
れ
た
大
森
貝
墟
碑
、
東
京
都
大
森
貝
塚
保

存
会
に
よ
る
講
演
や
見
学
環
境
整
備
等
の
活

動
に
よ
り
、
学
術
的
価
値
と
地
域
の
暮
ら
し

が
共
存
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑹
海の

苔り

の
ふ
る
さ
と
に
み
る

　
歴
史
的
風
致

江
戸
時
代
か
ら
海
苔
の
名
産
地
と
し
て
栄

え
、
２
０
０
年
以
上
続
い
た
海
苔
養
殖
は
漁

業
権
の
放
棄
に
よ
っ
て
昭
和
38（
１
９
６
３
）

年
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
の
海
苔
生
産
用
具
の
保

存
・
展
示
、
大
森
海
苔
会
館
で
の
入
札
、
問

屋
の
商
い
と
冬
の
新
海
苔
入
荷
の
賑
わ
い

承
に
由
来
す
る
名
を
持
つ
洗
足
池
は
、
江
戸

時
代
か
ら
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
初
代
歌

川
広
重
の
浮
世
絵
や
川
瀬
巴
水
の
版
画
に
も

描
か
れ
ま
し
た
。
池
の
周
囲
に
あ
る
妙
福
寺

祖
師
堂
（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）、
池
月

橋
、
千
束
八
幡
神
社
、
弁
天
島
等
の
歴
史
・

文
化
資
源
と
（
公
社
）
洗
足
風
致
協
会
等
に

お
け
る
保
全
活
動
が
、
水
と
緑
豊
か
な
景
観

を
守
り
、
季
節
の
移
ろ
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え

る
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑸
大お
お

森も
り

貝か
い

塚づ
か

に
み
る

　
歴
史
的
風
致

大
森
貝
塚
は
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
に

米
国
の
動
物
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー

ス
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
後

期
か
ら
晩
期
の
遺
跡
で
、「
日
本
考
古
学
発

が
、
今
も
な
お
海
苔
の
流
通
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
継
承
し
、
暮
ら
し
に
根
付
い
た
海
苔

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

⑺
馬ま

込ご
め

文ぶ
ん

士し

村む
ら

に
み
る

　
歴
史
的
風
致

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
馬

込
・
山
王
・
中
央
周
辺
地
域
に
は
尾
﨑
士
郎
、

宇
野
千
代
、
川
端
康
成
等
が
暮
ら
し
「
馬
込

文
士
村
」
を
築
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
日
本

画
の
巨
匠
・
川
端
龍
子
の
旧
宅
と
画
室
が
現

存
し
て
い
る
ほ
か
、
龍
子
記
念
館
、
尾
﨑
士

郎
記
念
館
、
書
道
家
の
熊
谷
恒
子
記
念
館
等

が
あ
り
、
案
内
板
の
設
置
、
散
策
マ
ッ
プ
の

作
成
、
ガ
イ
ド
の
会
等
地
域
の
取
組
が
文
士

の
痕
跡
と
文
化
的
風
情
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
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⑷洗足池

⑸大森貝墟碑

⑹大森海苔会館での入札会の様子

⑺旧川端龍子邸（主屋）の外観

⑶銭湯（明神湯）

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
向
け
た
事
業

方針と事業名

⑴歴史的建造物や伝統行事等活動の認知度の向上 ⑷人々の歴史や伝統を反映した活動の継承と活性化

01．海苔づくりの歴史及び技術に関する伝統継承事業 01．公衆浴場施設改善助成

02．��旧清明文庫の保存･活用及び勝海舟の功績、地域の歴
史等の資料の調査及び研究事業 02．公衆浴場事業助成

03．はしご乗りと池上七福神めぐり事業 03．銭湯･温泉文化に関する魅力の再発見･発信事業

⑵歴史的建造物の保存･活用の推進 ⑸歴史･文化（歴史的風致）を活かした地域活性化

01．龍子記念館･旧川端龍子邸保存活用計画策定事業 01．ＡＲを活用した馬込文士村の魅力発信事業

02．大田区文化財保護条例に基づく事業 02．馬込文士村におけるサイン整備

03．大田区文化財補助金交付要綱に基づく保存修理事業 03．馬込文士村を活用した事業

04．埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の発掘調査と記録保存 04．ガイドブックの作成等による文化財普及啓発事業

⑶歴史的建造物の周辺環境の保全と向上 05．『大田区歴史散策ガイドブック』作成及び頒布事業

01．霊山橋ほか１橋長寿命化修繕工事 06．自然観察路「池のみち」案内板等整備事業

02．��主要23号線整備工事（池上新参道無電柱化及び街路灯
設置）

07．��旧東海道でつながるまち事業（隣接自治体との連携事
業）

03．名勝洗足池公園保存活用計画の推進 08．馬込文士村関連事業

04．��大田区パークマネジメントマスタープランに基づく歴
史・文化の保存･活用 09．特集記事作成（馬池洗含む）
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大田区は、羽田空港を擁する交通の要衝として、また蒲田を中心とする工業のまちとして発展してき
ました。池上本門寺などの歴史的建造物、日本考古学発祥の地である大森貝塚、亀甲山古墳などの
貴重な考古遺跡、水止舞や双盤念仏といった伝統行事等、数多くの歴史・文化資源が現在まで大切
に受け継がれています。 
地域の活動と歴史的建造物が一体となって形成してきた「歴史的風致」を次世代へ継承するため、

東京都で初となる「大田区歴史的風致維持向上計画」を策定しました。本計画は今後も、区民の皆
様からの情報や文献等を踏まえ、継続的に内容の充実と更新を図ってまいります。 
本計画の策定は、大田区が歩んできた歴史の重みと、それを守り続けてきた区民の皆様の努力を未

来へつなぐ重要な一歩です。本計画の副題「歴史を紡ぎ、未来へはばたくまち 大田区」には、歴史・文
化を継承し、未来へと発展させる決意が込められています。 
今後は、歴史的風致の維持・向上とシビックプライドの醸成、地域の活力向上を図り、「歴史・文化を

めぐり、訪れたくなる、ウォーカブルなまち」の形成を推進してまいります。 

 

 
 
 

歴史を紡ぎ、未来へはばたくまちを目指して
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◆�

路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
杉
並
寮
を
開
設

令
和
8
年
3
月
23
日
に
中
野
区
、
杉
並
区
、
豊
島

区
、
板
橋
区
、
練
馬
区
で
構
成
さ
れ
る
第
4
ブ
ロ
ッ
ク

に
、
新
た
に
路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
杉
並
寮
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
路
上
生
活
者
の
一
時
的
な
保
護
及
び
就

労
に
よ
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
区
と
東
京
都

が
共
同
し
て
設
置
・
運
営
し
て
い
る
施
設
で
す
。

◆�「
落
ち
着
け
る
場
所
」
が
自
立
を

後
押
し

杉
並
寮
は
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
配
慮
や
感
染
症
対
策
の
必

要
性
等
か
ら
、
全
室
個
室
と
し
て
い

ま
す
。

居
室
の
個
室
化
は
単
な
る
居
住
環

境
の
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
用
者

が
安
心
し
て
生
活
を
再
建
す
る
た
め

の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
個
室
化

し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
託
事

業
者
か
ら
は
、「
就
労
意
欲
は
あ
る

も
の
の
集
団
生
活
に
不
安
を
抱
え
て

い
た
方
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
」、

「
精
神
的
な
安
定
に
つ
な
が
り
、
結

果
と
し
て
就
労
意
欲
が
向
上
す
る
利

用
者
も
い
た
」、「
自
分
の
ペ
ー
ス
で

落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
た
め
、
就
労

活
動
に
よ
り
集
中
で
き
て
い
る
よ
う

だ
」
と
評
価
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
杉
並
寮
で

も
個
室
環
境
の
利
点
を
最
大
限
に
活

か
し
、
就
労
自
立
に
向
け
た
支
援
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
と
運
営
委
託
事
業
者

は
、
こ
れ
ま
で
各
セ
ン
タ
ー
で
培
わ
れ
た
経
験
や
成
果

を
踏
ま
え
、
セ
ン
タ
ー
設
置
区
を
は
じ
め
と
し
た
各
特

別
区
、
東
京
都
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
杉
並
寮
を
開
設
し
ま
し
た

3
月
18
日
（
水
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
議
案
の
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
議
決
結
果
〉

・
中
央
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・
多
摩
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・
豊
島
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・
有
明
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・
葛
飾
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
8
年
第
1
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

令
和
8
年
第
1
回
特
別
区
人
事
・
厚

生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

3
月
16
日
（
月
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。付

議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

◯
予
算
案
件

　

・�

令
和
8
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

◯
そ
の
他
案
件

　

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
宿
泊
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

浴室

廊下

居室

外観
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
3
月
6
日

（
金
）
に
令
和
8
年
度
特
別
区
職
員
採

用
試
験
・
選
考
で
実
施
す
る
試
験
・
選

考
区
分
及
び
採
用
予
定
数
を
発
表
し
ま

し
た
。

全
体
の
採
用
予
定
数
は
2
9
8
5
名

程
度
で
昨
年
度
に
比
べ
62
名
減
少
し
ま

し
た
。
確
実
に
受
験
者
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
当
委
員
会
で
は
、
特
別
区
が

就
職
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る
よ
う
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
P
R
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
早
期
S
P
I
枠
】

は
事
務
（
一
般
事
務
）
の
試
験
区
分
で

実
施
し
、
採
用
予
定
数
は
1
9
1
名
程

度
で
、
昨
年
度
か
ら
78
名
増
加
し
て
い

ま
す
。
Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】

は
、
12
の
試
験
区
分
で
実
施
し
、
採
用

予
定
数
の
合
計
は
1
6
8
8
名
程
度

で
、
昨
年
度
か
ら
1
6
7
名
減
少
し
て

い
ま
す
。
Ⅰ
類
採
用
試
験
【
秋
試
験
】

は
、
令
和
8
年
度
か
ら
受
験
可
能
年
齢

引
き
下
げ
と
実
施
区
分
を
追
加
し
、
土

木
造
園
（
土
木
）・
土
木
造
園
（
造
園
）・

建
築
・
機
械
・
電
気
の
試
験
区
分
で
実

施
し
ま
す
。
採
用
予
定
数
は
1
0
2
名

で
す
。
Ⅰ
類
採
用
試
験
の
採
用
予
定
数

の
合
計
は
1
9
8
1
名
で
す
。

Ⅲ
類
採
用
試
験
で
は
、
令
和
8
年
度

か
ら
新
た
に
技
術
系
職
種
の
実
施
区
分

を
追
加
し
、
事
務
（
一
般
事
務
）・
土
木

造
園
（
土
木
）・
土
木
造
園
（
造
園
）・

建
築
・
機
械
・
電
気
の
試
験
区
分
で
実

施
し
ま
す
。
採
用
予
定
数
は
1
9
4
名

程
度
で
す
。

障
害
者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考
の

採
用
予
定
数
は
89
名
程
度
で
、
昨
年
度

か
ら
4
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
【
春
試

験
】
で
実
施
す
る
試
験
・
選
考
区
分

は
、
1
級
職
・
2
級
職
の
福
祉
で
、
採

用
予
定
数
は
合
計
で
24
名
程
度
で
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
【
秋
試
験
】

で
実
施
す
る
試
験
・
選
考
区
分
は
1
級

職
で
は
事
務
（
一
般
事
務
）・
事
務

（
I
C
T
）・
土
木
造
園
（
土
木
）・
建

築
・
機
械
・
電
気
・
福
祉
・
児
童
福

祉
・
児
童
指
導
・
児
童
心
理
、
2
級
職

（
主
任
）
で
は
事
務
（
一
般
事
務
）・
事

務
（
I
C
T
）・
土
木
造
園
（
土
木
）・

建
築
・
福
祉
・
児
童
福
祉
・
児
童
指

導
・
児
童
心
理
、
3
級
職
（
係
長
級
）

で
は
児
童
福
祉
・
児
童
指
導
・
児
童
心

理
で
、
採
用
予
定
数
は
6
9
7
名
で

す
。
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
の
採
用

予
定
数
の
合
計
は
7
2
1
名
程
度
と
な

り
、
昨
年
度
か
ら
1
0
2
名
減
少
し
て

い
ま
す
。

家
族
や
知
人
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
特

別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
を
受
験
す

る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
身
近
な
方
へ
の
ご
案
内
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和8年度採用試験・選考情報
～令和8年度職員採用予定数を発表！～

　令和8年度特別区職員採用試験・選考　採用予定数
上段：令和8年度　中段：令和7年度　下段：増減　（単位：名）

採用区分試験・	
選考区分

Ⅰ類
【春試験】

Ⅰ類
【秋試験】

Ⅰ類
【早期SPI枠】 Ⅲ類 障害者

経験者【春試験】 経験者【秋試験】
合　計

1級職 2級職（主任） 1級職 2級職（主任） 3級職（係長級）

事　　務
（一般事務）

1,039 191 128 89 200 133 1,780
1,095 113 171 85 259 135 1,858
▲ 56 78 ▲ 43 4 ▲ 59 ▲ 2 ▲ 78

事　　務
（ICT）

6 12 17 0 35
7 21 17 2 47

▲ 1 ▲ 9 0 ▲ 2 ▲ 12

土木造園
（土　木）

79 21 17 41 23 181
112 （69） − 43 28 183

▲ 33 21 17 ▲ 2 ▲ 5 ▲ 2

土木造園
（造　園）

39 7 5 0 0 51
48 − − 0 0 48

▲ 9 7 5 0 0 3

建　　築
109 33 24 44 37 247
132 （99） − 45 31 208

▲ 23 33 24 ▲ 1 6 39

機　　械
41 22 10 26 0 99
40 （18） − 26 0 66

1 22 10 0 0 33

電　　気
40 19 10 31 0 100
40 （18） − 25 0 65

0 19 10 6 0 35

福　　祉
141 16 8 23 13 201
164 14 12 31 22 243

▲ 23 2 ▲ 4 ▲ 8 ▲ 9 ▲ 42

児童福祉
12 13 6 31
19 18 6 43

▲ 7 ▲ 5 0 ▲ 12

児童指導
20 15 1 36
20 17 3 40

0 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 4

心　　理
27 27
32 32

▲ 5 ▲ 5

児童心理
12 11 7 30
13 12 4 29

▲ 1 ▲ 1 3 1

衛生監視
（衛　生）

43 43
59 59

▲ 16 ▲ 16

衛生監視
（化　学）

5 5
5 5
0 0

保 健 師
119 119
121 121
▲ 2 ▲ 2

合　　計
1,688 102 191 194 89 16 8 421 262 14 2,985
1,855 （204） 113 171 85 14 12 502 280 15 3,047
▲ 167 102 78 23 4 2 ▲ 4 ▲ 81 ▲ 18 ▲ 1 ▲ 62

※採用予定数は、各年3月1日時点の数値を掲載（Ⅰ類【早期SPI枠】は、各年2月1日時点の数値を掲載）
※�令和7年度Ⅰ類採用試験【秋試験】は、Ⅰ類採用試験【春試験】の欠員を補う試験のため、表上の採用予定数には含まれない。
※Ⅰ類採用試験【秋試験】の土木造園（造園）は令和8年度から実施
※Ⅲ類採用試験の土木造園（土木）・土木造園（造園）・建築・機械・電気は令和8年度から実施
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
4
月
3
日
（
金
）、
令

和
8
年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
実
施
要
綱
の
発
表

に
伴
い
、「
管
理
職
選
考
案
内
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

受
験
勧
奨
冊
子
と
し
て
、
現
役
管
理
職
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
受
験
者
の

方
に
役
立
つ
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
選
考
に
向
け
て
勉
強
を
進
め
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
受
験
資
格
を
得
る
方
に

も
幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
挑
戦
を
楽
し
く
！ 

～
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
道
「
管
理
職
」
～
」
で
す
。
管
理

職
と
い
う
道
に
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
職
責
へ

の
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
挑
戦
を
恐
れ
ず
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

「
管
理
職
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
管
理
職
選

考
の
受
験
へ
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
管
理
職
の
大
変

さ
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
さ
や
喜
び
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
自
ら
が
管
理
職
と
し
て
働
く
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
現
役
管
理
職
か

ら
エ
ー
ル
の
気
持
ち
を
込
め
て
体
験
談
な
ど
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
は
、
試
験
概

要
や
解
答
の
手
が
か
り
、
過
去
の
出
題
テ
ー
マ
な
ど

試
験
勉
強
に
役
立
つ
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
記
述
式
問
題
の
解
答
例
や
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
は
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和8年度
管理職選考案内を発行しました
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令
和
8
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
の
紹
介

2
月
9
日
（
月
）
に
令
和
7
年
度
第

4
回
理
事
会
を
開
催
し
、
4
テ
ー
マ
の

調
査
研
究
を
柱
と
す
る
令
和
8
年
度
事

業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

各
テ
ー
マ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
区
職
員
の
ほ
か
学
識
経
験
者
等
で

構
成
さ
れ
、
1
年
間
の
調
査
研
究
を
経

て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
報
告
書
の
作
成
・

公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

令
和
7
年
度
調
査
研
究
報
告
書
の
発
行

令
和
7
年
度
に
調
査
研
究
を
実
施
し

た
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
報
告
書
を
発

行
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
調
査
研
究
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
各
区
の
中
心
図
書
館
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
7
月
に
は
、
本
報
告
書

に
基
づ
き
成
果
を
発
表
す
る
調
査
研
究

報
告
会
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
会

場
で
の
開
催
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

同
時
配
信
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
テ
ー
マ
も
多
く
の
区
で
共
通
す
る

課
題
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
今
後
の
区
政
を
考
え
る
一

助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
研
究
報
告
会
は
、
当
機

構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

特
別
区
制
度
調
査
会
会
長
、
特
別
区

制
度
懇
談
会
座
長
を
歴
任
さ
れ
、
特
別

区
の
自
治
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
大
森
彌
先
生
（
東
京
大
学

名
誉
教
授
）
が
令
和
5
年
9
月
18
日
に

逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
6
・

7
年
度
に
か
け
て
「
大
森
彌
先
生
追
悼

講
演
会
」（
全
4
回
）
を
左
記
の
特
別

区
制
度
懇
談
会
委
員
を
講
師
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
各
講
師
か
ら
大
森
先

生
と
の
思
い
出
や
先
生
の
お
人
柄
・
ご

功
績
の
紹
介
と
共
に
こ
れ
か
ら
の
特
別

区
政
へ
の
期
待
や
課
題
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
本
講
演
会
の
内
容
お
よ
び

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
が
所
蔵

す
る
大
森
彌
記
念
文
庫
の
著
作
目
録
を

収
載
し
た
書
籍
を
刊
行
し
ま
し
た
。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
別
区
制
度
懇
談
会
委
員
】

�

（
登
壇
者
順
）

（
座
長
）

�

東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
・
法
学
部
教
授

�

大
杉　
　

覚
氏

（
委
員
）

�
東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
・
法
学
部
教
授

�

伊
藤　

正
次
氏

※（
副
座
長
）

�

東
洋
大
学
国
際
学
部
教
授

�

沼
尾　

波
子
氏

（
委
員
）

�

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究

科
教
授

�

金
井　

利
之
氏

※�

東
洋
大
学
国
際
学
部
教
授
沼
尾
波
子

氏
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
岡
㟢
昌
之

氏
、
全
国
町
村
会
経
済
農
林
部
長
小

野
文
明
氏
と
の
三
者
に
よ
る
鼎
談

（
て
い
だ
ん
）
方
式
で
講
演

【�

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

の
開
館
時
間
・
休
館
日
】

●
開
館
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　

9
時
30
分
か
ら
20
時
30
分
ま
で

土
曜
日

　

9
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

●
休
館
日

�

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ

の
他
特
別
休
館
日
あ
り

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構 

令
和
8
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ

及
び
令
和
7
年
度
調
査
研
究
報
告
書
の
発
行
に
つ
い
て

令和8年度　調査研究テーマ 提案区

小中学校の効果的・効率的な施設整備マネジメントの取組 新宿区

特別区における公共用地の着実な取得に向けた手法等に関する
調査研究

文京区

行政手続き通知のデジタル化推進のためのガイドラインの検討 墨田区

特別区における市街地再開発事業の必要性とその円滑な実施に
向けた支援策に関する調査研究

江東区

機構ホームページ
（報告書URL）

機構YouTube
チャンネル

（報告書URL）https://www.
tokyo23-kuchokai-kiko.jp/

report/index.html

令和7年度調査研究報告書

大
森
彌
先
生
追
悼
講
演
会
講
演
録
を
刊
行
し
ま
し
た



11

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
水
）
に
令
和
8
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
選
考
案
内
を
発
表
し
、
4
月
2
日

（
木
）
に
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
選
考
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
を
、

6
月
21
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
程
及
び
選
考
内
容
等
を
掲
載
し
た
「
選
考
案

内
」
は
、
東
京
区
政
会
館
及
び
各
区
役
所
で
配
布
し
て

お
り
、
ま
た
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
水
）
に
令
和
8
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
臨
時

的
任
用
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
選
考
案
内
を
発
表
し

ま
し
た
。

定
期
選
考
は
、
毎
月
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
程
及
び
選
考
内
容
等
を
掲
載
し
た
「
選
考
案

内
」
は
、
東
京
区
政
会
館
及
び
各
区
役
所
で
配
布
し
て

お
り
、
ま
た
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

令
和
8
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
教
員
採
用
候
補
者
選
考

実
施
日
程
発
表

令
和
8
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
臨
時
的
任
用
教
員
採
用

候
補
者
選
考
実
施

●令和8年度特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施日程

告示日 4月1日（水）

申込
期間

インターネット
受付

4月2日（木）
～5月12日（火）午後5時受信有効

第1次選考 6月21日（日）

第1次合格発表 7月23日（木）

第2次選考 8月8日（土）・9日（日）

最終合格発表 9月3日（木）

●令和8年度特別区立幼稚園臨時的任用教員候補者選考実施日程

実施月 申込期間 面接日
4月 4月2日～4月8日 4月14日
5月 4月23日～4月30日 5月12日
6月 5月22日～5月28日 6月9日
7月   7月7日～7月13日 7月21日
8月 7月31日～8月7日 8月17日
9月 9月2日～9月8日 9月15日

10月   10月6日～10月13日 10月20日
11月 10月27日～11月2日 11月10日
12月 11月18日～11月25日 12月7日

1月   1月5日～1月12日 1月19日
2月 1月27日～2月2日 2月8日
3月   3月9日～3月15日 3月23日

3.16

会
長
区

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会

（
三
者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議

会
（
五
者
協
）
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

■�

T
O
K
Y
O
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い

て
■
今
年
の
夏
に
向
け
た
暑
さ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

■�

避
難
者
生
活
支
援
指
針
、
避
難
者
生
活
支
援
等
に
関

す
る
補
助
及
び
被
災
者
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
（
仮

称
）
の
構
築
に
つ
い
て

■
犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
に
つ
い
て

■�

支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て

■�

令
和
7
年
度
東
京
都
児
童
相
談
体
制
等
検
討
会
の
検

討
状
況
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
（
令
和
7
年
度
調
査
研

究
報
告
）
に
つ
い
て

■�

清
掃
工
場
整
備
計
画
に
関
す
る
検
証
委
員
会
資
料
の

公
表
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
令
和
8
年
度
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

■
令
和
8
年
度
区
長
会
役
員
改
選
等
の
日
程
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

3.18

会
長
議

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
（
令
和
7
年
度
調
査
研

究
報
告
）
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
「
都
県
提
出
議
案
に
つ
い
て
」

■�「
令
和
8
年
度
国
、
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
」
の
措
置
状
況
等
に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申
し

送
り
の
取
扱
い
（
案
）
に
つ
い
て

■�

令
和
8
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業 

事
業
計
画
書

（
案
）
に
つ
い
て

■
議
長
会
研
究
会
（
勉
強
会
）（
案
）
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
8
年
3
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等
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●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

戸籍（初級）② 6/10（水）・6/11（木）・
6/17（水）・6/18（木） 初めて戸籍事務を担当する職員

広報（編集実務） 6/23（火）・6/24（水） 区広報紙等の紙面編集を担当する職務経験1、2年程度の職員
DX基礎② 6/12（金） 係長級以下の職員
障害者保健福祉 6/15（月） 障害者保健福祉関連の職場に初めて配属された職員
保育・子育て② 6/2（火）・6/4（木） 保育・子育て支援に携わる職務経験1、2年程度の職員
保育園経営 6/29（月）・7/1（水） 保育園の経営に携わる係長級以上の職員

児童相談所関連研修
動機づけ面接① 6/2（火）・6/4（木） （1）児童相談所、こども家庭センター職員　（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

こども家庭センター職員
（基礎）② 6月上旬

（1）こども家庭センター職員
（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
（3）児童相談所職員

★�こども家庭センター（母子保健
機能を担う保健所・保健セン
ター等を含む）に勤務する職員

児童福祉司（基礎）Ⅱ 6/5（金）・6/11（木） （1）児童福祉司　（2）こども家庭センター職員
（3）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員 ★児童福祉司

児童福祉司（応用）Ⅰ 6月下旬
（1）児童福祉司　（2）こども家庭センター職員
（3）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※�虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむ

ね理解できている職員
★児童福祉司

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上② 6/23（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員
EBPMとデータ利活用 6/30（火） 全 職 員 ★�課題解決に対するデータを収集・分析し、政策・事業立案に活用したい職員
対話による
ポジティブ・アプローチ① 6/9（火）・6/10（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化①② ①6/2（火）・6/3（水）
②6/23（火）・6/24（水） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や交渉力を身につ

けたい主任以下の職員
クレーム対応② 6/22（月） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
コミュニケーション
スキルアップ① 6/4（木） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーションスキル

を身につけたい採用2～6年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方① 6/5（金） 主 任 以 下 の 職 員 ★区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の職員

協働型リーダーシップ② 6/11（木） 主 任 以 下 の 職 員 ★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、職場のモチベー
ション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考えている主任の職員

悪質クレームの法的対応① 6/26（金） 全 職 員 ★�日常業務において対応する悪質なクレームについての知識を深め、法的対応につ
いて学びたい職員

メンタルヘルス
マネジメント① 6/12（金） 係 長 級 の 職 員 ★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調の予防や早期発見・

早期対応方法等のマネジメント知識を身につけたい係長級の職員

チームリーダーとしての
基礎力向上① 6/5（金）・6/29（月） 主 任 及 び 

係 長 級 の 職 員

★（1）�タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善などのマネジメ
ントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい係長級の職員

　（2）�係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の職務遂行能力
向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法① 6/17（水） １ 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行いたい1級職
の職員

地方自治法① 6/16（火） １ 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方自治法を意
識して実務を行っていきたい1級職の職員

行政法① 6/29（月）・6/30（火） 主 任 以 下 の 職 員 ★�行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕事に役立てたい職員
試行研修

地方公務員法・地方自治法の知って
おきたいポイント（eラーニング）① 6/22（月）～7/17（金） １ 級 職 の 職 員 ★�eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び地方自治法を学びたい職員

（採用4～5年目程度の職員）
※紙面の都合上、6月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部7月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限（研修実施日よ

り一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

研修名：EBPMとデータ利活用
～エビデンスに基づく政策立案の実現に向けて～

対　象：全職員
内　容：・EBPM（証拠に基づく政策立案）とは	 ・データの種類とさまざまな分析手法
　　　　・アンケート票作成のコツ	 ・相関関係≠因果関係　～原因と結果は簡単にわからない～
　　　　・説得力のある最強のエビデンス公式　～人口×●●～

特別区職員研修所からのご案内

6月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

日時：�6月30日（火）	
13:30～17:00
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
5月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）
●パンフレットを無料送付いたします。

●�「知的財産」って何？	
～意外と⾝近にあるトピックから学ぼう～� 【講座コード：2611E001】

　「知的財産」とはどのようなものでしょうか？
　企業や研究機関などで研究開発に従事する、例えば『理

4

系
4

』と呼ばれる人だけが意識したり必要とするものでしょ
うか？
　「知的財産」は文字どおり「財産」として資産となりま
す。一方で、「知的財産」は法的に認められた権利として、
他者の⾏動を制限し得るものです。
　そして、「知的財産」は、普段の生活にも様々な形で関
わっています。
　この講座は、普段の生活の⾝近にある「知的財産」を実
例を交えて紹介し、どのようなものが「権利」となるの

か、どのように「権利」が生じるのかを学びます。
　そして、無意識に他者の権利を「侵害」して困ったこと
になってしまうことがないように、知っておいた方が良い
知識を⾝に付けるキッカケになればと思います。

講　師：松本 公一　あいわ弁理⼠法⼈ 弁理⼠
日　時：�5月7日（木）、14日（木）、21日（木）、28日（木）	

18：30～20：00（全4回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�初心者のための情報リテラシー超入門	
～ネットやSNSで騙されないための基礎知識を⾝につけよう～�【講座コード：2611F006】

　今や社会インフラの1つとなったインターネット。パソ
コンやスマートフォンで、いつでも、どこでも、誰とで
も、必要な情報の検索、SNSでのコミュニケーション、
買い物や諸々の料⾦決済など、インターネットは生活の一
部となりました。その一⽅で、企業活動が阻害されたり、
個⼈情報などが流出して悪⽤される事件をニュースなどで
目にすることも多くなりました。本講座では、私たちが安
全に楽しくネットと付き合うために必要な情報リテラシー
を事例を通じて学習していきます。

●第1回目　インターネットでの安全な情報の見分け方。
●第2回目　�個人情報を守ろう！安心してネットを使うた

めの⼯夫

●第3回目　�楽しくつながり仲間を作ろう！ネットのマナー
とトラブル回避術！

※講義⽤資料は、当時配付いたします。
※�講義の途中で一部ワークが入ります。（機器の操作など

はありません）

講　師：�松田 壮史　経営情報学博士　	
ヤマザキ動物看護大学 非常勤講師

日　時：�5月23日（土）、30日（土）、6月6日（土）	
14：30～16：00（全3回）

受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、
東

京
23
区
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の

中
間
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
所
管
す
る

施
設
に
は
、
清
掃
工
場
を
は
じ
め
、
不
燃

ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
、
粗
大
ご
み
破
砕
処

理
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
23

区
の
環
境
衛
生
を
支
え
て
い
る
、
清
掃
一

組
の
行
う
中
間
処
理
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
23
区
の
清
掃
事
業
の
流
れ

東
京
23
区
の
清
掃
事
業
は
、
各
区
が

ご
み
の
収
集
・
運
搬
、
資
源
回
収
を
実

施
し
、
焼
却
や
破
砕
な
ど
の
中
間
処
理

は
処
理
施
設
が
な
い
区
が
あ
る
こ
と

や
、
よ
り
効
率
的
な
処
理
を
行
う
た
め

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
23
区
が
共
同
で

処
理
し
て
い
ま
す
。
清
掃
一
組
は
、
こ

の
共
同
処
理
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
23
区
の
総
意
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で

す
。
最
終
処
分
は
、
23
区
と
清
掃
一
組

が
埋
立
処
分
場
を
設
置
・
管
理
す
る
東

京
都
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
間
処
理
と
は

中
間
処
理
と
は
、「
廃
棄
物
を
減
量
・

減
容
化
、
安
定
化
、
無
害
化
、
資
源
化

す
る
こ
と
」
を
指
し
ま
す
。
清
掃
一
組

で
は
、
可
燃
ご
み
を
清
掃
工
場
で
焼
却

し
、
不
燃
ご
み
と
粗
大
ご
み
を
専
用
の

処
理
施
設
で
細
か
く
破
砕
処
理
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
く
み
取
り

し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
等
の
処
理
を
し
て

下
水
道
へ
投
入
も
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
23
区
の
ご
み
を
全
量
中
間
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
一
部
の

可
燃
ご
み
を
そ
の
ま
ま
埋
め
立
て
て
い

た
た
め
、
埋
立
処
分
場
で
は
悪
臭
や

害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
ご
み
を

焼
却
す
る
こ
と
で
、
ば
い
菌
や
害
虫
、

に
お
い
の
発
生
な
ど
を
防
ぎ
、
衛
生
的

な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
し
て
灰
に
す
る
と
容
積
は
元

の
ご
み
の
約
20
分
の
1
に
な
り
ま
す
。

全
量
中
間
処
理
の
達
成
に
よ
り
、
最
終

処
分
量
が
減
り
、
限
り
あ
る
埋
立
処
分

場
の
寿
命
が
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

清
掃
工
場

清
掃
工
場
は
、
令
和
8
年
4
月
現

在
、
23
区
内
で
22
施
設
（
う
ち
2
施
設

建
替
え
中
）
を
管
理
・
運
営
し
、
主
に

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
や

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物

を
焼
却
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、

計
量
機
で
車
両
ご
と
に
重
さ
を
量
り
、

ご
み
量
の
把
握
や
廃
棄
物
処
理
手
数
料

の
計
算
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。
搬
入
さ

れ
た
ご
み
は
ご
み
バ
ン
カ
に
た
め
て
、

水
分
量
や
大
き
さ
も
異
な
る
ご
み
を
ク

レ
ー
ン
で
か
き
混
ぜ
、
安
定
し
た
燃
焼

と
な
る
よ
う
に
均
一
化
し
て
か
ら
、
焼

却
炉
に
投
入
し
ま
す
。

焼
却
炉
で
は
、
8
0
0
℃
以
上
の
高

温
で
24
時
間
連
続
焼
却
し
ま
す
。
高
温

で
燃
や
す
こ
と
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

発
生
を
抑
え
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
焼

却
灰
を
セ
メ
ン
ト
や
徐
冷
ス
ラ
グ
、
焼

成
砂
化
の
材
料
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
埋
立
処
分
量
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
か
ら
出
る
排
ガ
ス
・
排
水

中
の
有
害
物
質
は
、
発
生
抑
制
や
削
減

を
し
て
環
境
へ
の
負
担
を
低
減
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
や
熱
供

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー

不
燃
ご
み
を
中
間
処
理
す
る
施
設

は
、
23
区
内
に
2
か
所
あ
り
ま
す
。

不
燃
ご
み
の
処
理
は
、
大
き
く
分
け

て
破
砕
と
選
別
が
あ
り
ま
す
。
始
め
に

細
か
く
砕
い
て
容
積
を
小
さ
く
し
ま

す
。
次
に
不
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
鉄
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
資
源
と
し
て
回
収

し
、
不
燃
物
は
埋
立
処
分
し
ま
す
。

残
っ
た
可
燃
系
残
さ
は
、
清
掃
工
場
で

焼
却
処
理
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設

粗
大
ご
み
を
中
間
処
理
す
る
施
設
は

23
区
に
1
か
所
の
み
で
す
。

粗
大
ご
み
は
、
破
砕
機
で
細
か
く
破

砕
し
、
磁
力
に
よ
っ
て
鉄
を
選
別
・
回

収
し
ま
す
。
破
砕
処
理
し
た
粗
大
ご
み

の
残
さ
の
う
ち
、
燃
や
せ
る
も
の
は
清

掃
工
場
に
搬
出
し
焼
却
処
理
し
ま
す
。

焼
却
に
適
さ
な
い
も
の
は
埋
立
処
分
し

ま
す
。

適
正
な
中
間
処
理
を
行
う
た
め
に

可
燃
ご
み
の
中
に
、
金
属
や
ガ
ラ
ス

な
ど
の
「
焼
却
に
適
さ
な
い
も
の
」
や
、

清
掃
工
場
の
処
理
能
力
を
超
え
る
大
き

さ
の
「
不
適
正
ご
み
」
等
が
混
ざ
っ
て

い
る
と
焼
却
炉
の
停
止
や
故
障
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
近
年
、
二
次
電
池

に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
お
り
、
収
集

車
や
設
備
が
焼
損
し
て
、
復
旧
の
た
め

に
多
く
の
費
用
や
日
数
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
受
入
れ
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
収
集
・
運
搬
に

支
障
が
生
じ
、
23
区
全
体
の
ご
み
処
理

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

清
掃
工
場
の
安
全
で
安
定
的
な
稼
働

に
は
、
区
民
の
皆
様
が
適
正
に
分
別
し

て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
課
）

東京二十三区清掃一部事務組合が行う
ごみの中間処理とは

東京23区の清掃事業

各区が実施

ごみの収集・運搬、
資源の回収など

東京都に委託して実施

最終処分
（埋立処分場）

清掃一組が実施

ごみの中間処理（焼却・破砕）、
し尿等の処理・下水道投入など
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令
和
8
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
額
は

1
2
8
0
万
5
千
円
で
、
前
年
度
予
算
と

の
比
較
で
は
、
57
万
8
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。●

歳
　
入
●

歳
入
は
、
区
か
ら
の
負
担
金
6
9
0
万

円
（
1
区
あ
た
り
30
万
円
）
と
繰
越
金
等

5
9
0
万
5
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
歳
　
出
●

歳
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

総
務
管
理
費
（
5
7
4
万
3
千
円
）

　

・�

清
掃
協
議
会
全
体
に
関
わ
る
事
務
の

管
理
を
行
う
経
費
で
す
。

②　

管
理
執
行
費
（
6
3
8
万
1
千
円
）

　

・�

廃
棄
物
運
搬
請
負
契
約
事
務
に
関
す

る
経
費
と
許
可
事
務
に
関
す
る
経
費

で
す
。

③　

連
絡
調
整
費
（
18
万
1
千
円
）

　

・�

清
掃
車
両
の
架
装
基
準
等
の
調
整

や
、
清
掃
協
議
会
と
23
区
と
の
連
絡

調
整
に
関
す
る
経
費
で
す
。

④　

予
備
費
（
50
万
円
）

　

・�

緊
急
時
や
災
害
時
等
の
危
機
管
理
対

策
の
経
費
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
）

清掃一組が管理する施設

東京二十三区清掃協議会　令和8年度予算のあらまし

令和8年度　東京二十三清掃協議会　一般会計歳入歳出予算

令和7年度 12,227（100％）令和8年度 12,805（100％）

歳入 歳出 （単位：千円）

負担金
9,200
（75％）

諸収入
2

（0％）

諸収入
11

（0％）

繰越金
3,025
（25％）

令和7年度 12,227（100％）

総務
管理費
5,519
（45％）

総務
管理費
5,743
（45％）

管理
執行費
6,029
（49％）

管理
執行費
6,381
（50％）連絡調整費

179
（2％）

連絡調整費
181
（1％）

予備費
500
（4％）

予備費
500
（4％）

繰越金
5,894
（46％）

令和8年度 12,805（100％）

※構成比の算出にあたっては、小数点第一位以下を四捨五入しています。

負担金
6,900
（54％）
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

18 3/9～3/13 6,145,243,220円 876,888人 1,229,048,640円 175,378人 7,010円 90.0% 95.1% 94.6%

（競馬事務局　広報課）

～日本を輝かせるトゥインクルレース START！～
新イメージキャラクターに横浜流星さんが就任‼

【令和8年度のTCKが開幕！】
東京シティ競馬（TCK）では、今年、トゥイ

ンクルレース40周年を迎えます。その節目とな

る年のイメージキャラクターに、俳優の横浜流

星さんが就任しました。大河ドラマを初めとし

た様々なドラマや映画に出演し、目覚ましい活

躍を続けている横浜さんと共に、ナイター競馬

ならではの煌めきや興奮、感動を広くPRして

いきます。

また、イメージソングには「きらきら星」の替

え歌で「TWINKLE TWINKLE DIRT STAR」

を制作しました。40年の歴史を感じさせる格調高いアレンジながらも、誰もが良く知るメロディで、思わず口ずさみた

くなるような楽曲に仕上がっていますので、こちらにもぜひご注目ください。

TCKはこれからも、トゥインクルレースを柱とした大井競馬の魅力にいっそうの磨きをかけ、より多くの方々に楽し

んでいただける競馬場を目指していきます。

【令和8年度のTCKトピックス】
①トゥインクルレース40周年記念事業の実施

�日本初のナイター競馬「トゥインクルレース」の開始から40周年を迎えることから、これまで

のお客様に感謝の意を示すための、さらには、これからのお客様獲得のための記念事業を実施

し、来場者の増加と利用者の新規獲得・定着に取り組みます。

②5大競走の着実な実施と利用者の獲得

�日本全国の競馬ファンの注目を集める3歳ダート三冠競走、ダート競馬のチャンピオン決定戦である帝王賞及び東京大

賞典競走を「5大競走」と位置づけ、能力の高い競走馬の出走を促すとともに、5大競走の魅力とブランド価値向上に

重点を置いたプロモーションを展開し、多くの利用者獲得を目指します。

③大井競馬場来場者向けイベントの充実と観戦環境の整備

�開催中の競馬場は、競馬の魅力を様々な角度からPRすることができる最も重要な拠点であることから、大井競馬場来

場者向けイベントを充実させます。また、お客様により快適に競馬をお楽しみいただけるよう、6月の東京ダービー開

催に向けてL-WING3階指定席を改修するほか、通信環境の改善を図り、観戦環境の整備に取り組みます。
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大井記念（SⅠ）

南関東所属のトップホースによって争われる、古馬中距離路線のSI競走。第1回が施行された
のは昭和31年で、第58回（平成25年）までは2,400m、2,500m、2,600mの長距離コー
スを舞台に争われていましたが、第59回（平成26年）からは帝王賞と同じ2,000mのコース
で施行されるようになりました。

●5月20日（水）
●2,000m

東京スプリント
（JpnⅢ）
●4月15日（水）
●1,200m

全国各地からスピード自慢が集う、古馬短距
離路線のダートグレード競走。70秒あまり
の間に繰り広げられるスリリングな攻防が
見どころです。
平成3年に第1回が施行された「東京シティ
盃」を前身としている競走で、第20回（平成
21年）から現在のレース名に改称。同時に
ダートグレード競走となり、JRAや地方競馬
の他地区に所属する馬も出走可能となりま
した。

ブリリアントカップ
（SⅢ）
●4月16日（木）
●1,800m

南関東所属のトップホースによって争われ
る、古馬中距離路線のSIII競走。準重賞から
重賞に昇格した初年度である第1回（平成
30年）は2,000mのコースで施行された
ものの、第2回（平成31年）からは1,800m
のコースが舞台となり、1マイル前後のレー
スを主戦場としている馬も参戦しやすくなり
ました。

東京プリンセス賞
（SⅠ）
●4月30日（木）
●1,800m

同世代のライバルと鎬を削ってきた名牝候
補たちが女王の座を争う、南関東3歳牝馬
クラシック三冠競走の第二関門。第1回（昭
和62年）から第9回（平成7年）までは7月
上旬～7月中旬に、第10回（平成8年）から
第16回（平成14年）までは6月上旬に施行
されていたものの、第17回（平成15年）以
降は施行時期が4月下旬～5月下旬に改め
られました。

羽田盃
（JpnⅠ）
●4月29日（水）
●1,800m

全国各地の若きスターが一堂に会する、3
歳ダート三冠競走の第一関門。3レースの中
ではもっとも距離が短い、1,800mのコー
スを舞台に争われます。ダートグレード競走
のJpnIに昇格となったのは第69回（令和6
年）からで、全日本的なダート競走の体系整
備が行われる前は、南関東地区の3歳クラ
シック競走として親しまれていました。

5月の開催予定
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